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印刷媒体＆電子媒体



cf. http://www.janul.jp/j/organization/regulations/janul-2020vision_pamphlet_non-spread.pdf
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cf. http://www.janul.jp/j/organization/regulations/janul-2020vision_pamphlet_non-spread.pdf



BC7c  タキシラの僧院 インド
BC387  Ακαδημεια / Πλάτων
BC124  太学 #漢朝 官僚養成
2c 紙発明 中国（8c イスラム、12c 欧州）
671 大学寮（672 壬申の乱、701 大宝律令 -1177 学問所）

#儒学 官僚養成
7c 木版印刷 中国
11c 陶器活字印刷 中国
1088  Alma Mater Studiorum (Universita di Bologna)
(1096)  University of Oxford
(1150)  Universite de Paris
12c  #専門職需要、職業的聖職者

軍事
宗教 特権化

世俗化

1439/1445  金属活字活版印刷 / Gutenberg
1517  "95ヶ条の論題" / Martin Luther
1534  Cambridge University Press
1536  "キリスト教綱要" / Jean Calvin
1537  モンペリエ勅令 #納本制度
1586  Oxford University Press
1610  納本契約 OU Bodleian Library
1632  林羅山私塾 #儒学、若年寄-林大学頭
1636  Harvard University
1662  出版許可法 #王室図書館 納本制度
1665  Journal des Savants
1665  Philosophical Transactions of the Royal Society

1724  Longman
1756-1763  七年戦争 #仏>英
1760-1830  産業革命
1776  "国富論" / Adam Smith
1789 フランス革命
1790/1797 昌平坂学問所
1791年憲法 #国民主権
1803-1815  ナポレオン戦争 #英
1810 Humboldt-Universitat zu Berlin

#国家からの学問の自由
1834  "scientist" (造語) / William Whewell
1836  Calmann-Levy
1843  Macmillan

大衆化

経済

情報

1914-1918  第一次世界大戦 #英>米
1938,1942 "publish or perish"
1942-1945  マンハッタン計画 #Big Science
1939-1945  第二次世界大戦
1945  “知る権利”
1950'-1960'  軍民転換
1966  Dialog #オンライン情報検索
1973  変動為替相場制
1973  Black-Sholes 方程式 > 金融工学
1983  ARPANET > TCP/IP
1990 World Wide Web / Tim Berners-Lee
1991-1995  TULIP (The University 

Licensing Program) / Elsevier
2002 BOAI

Open Science
Evidence、Data

国立図書館：納本制度、全国出版目録
1971 ユネスコ 図書館統計の国際的な標準化に関する勧告

機関リポジトリ
（収集から発信へ、説明責任）

シェアード・プリント
（蓄積から共有へ、経営効率）

租税・外交
教会・国王の権威擁護、富の蓄積

実験・観察に基づく知見の進展
査読システム

覇権主義による軋轢
一神教の限界

憲法

情報流通改革と
大学図書館の地層

大学：学生団、教授団、インフラ

キリスト教と近代科学の相克

Open Access

書写 (copy)

重版 (copy)

複製 (copy)

アジア的共存

搾取経済の破綻 マイナス金利

大学：官僚養成

Digital
Humanities

大学：教育＋研究

剽窃捏造と罰則取締 推奨行為の倫理教育

cf. 山本和雄 2016
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印刷媒体＆電子媒体

保存＆利用



cf. 加藤信哉 “日本：状況報告 – 共同保存図書館構想からシェアード・プリントへ” 
KEIO 大学図書館国際フォーラム：大学図書館における冊子体コレクションの将来
～ 日本版 Shared Print の可能性 2014.2.28 慶応義塾図書館



図書館資料は
資産ではなく、負債

2014 横浜国立大学四者協議 = 理事、監事、監査法人、事務（財務、図書館）

監査法人は、苦笑いして何も言いませんでしたが。。。

“

”

cf. 山本 2016



大学 = 教育 + 研究
図書館資料は、教育研究に活用し、
成果に結びついて初めて価値を持つ。
ただ保存しているだけの資料は、
むしろ維持費の掛かる負債として
認識すべきではないか。

Libraries Transform ?
cf. 山本 2016



軍事
宗教 特権化

世俗化

大衆化

経済

情報

情報流通改革と
大学図書館の地層

書写 (copy)
博物館的保存
電子化公開

重版 (copy)
調整保全

複製 (copy)
電子原本発信

特定の価値観の肯定、増強 ← 貴重性

数値評価 ← 有用性
希少性

遍在性
印刷流通している資料については、
「100年後に誰かが使うかもしれないので
各館ですべて保存しておく」のではなく、
有用性と希少性の観点から
経済的に調整された手法によって
保全を図るべきではないのか？

cf. 山本和雄 2016
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保存＆利用
業務改善



2014. 03. 25



当面の検討事項

（１）アクティブ・ラーニング支援機能に関する事例共有
及び手法開発

（２）オープンアクセスに関する事例共有及び手法開発
（３）電子資料の効率的な共同導入
（４）紙媒体資料の効率的な共同保存（シェアード・プリント）
（５）今後の効率的な図書館システムの在り方
（６）本取組を通じた，各大学の附属図書館における人材の

育成及び職能開発
（７）その他申合せの１に規定する目的に合致した事項に

関する調査，立案及び実施



(3) 電子資料の効率的な共同導入
電ジャーナルについて諸外国と遜色ない取組

が展開される一方で、日本では電子ブックに関
する取組が遅れている。問題点として、納品が
容易であることから年度末にバルク発注され、
需要を無視していることから活用されず、また
入手可能な資料は洋書タイトルが多く、販売利
用形態も印刷本をシミュレートしており電子の
利点が生かされていない。そのため、以下の3
点に注目して電子ブックの共同導入に取り組ん
だ。

・学部学生が利用する電子資料の充実
・電子時代に即したビジネスモデル提案
・和書の学術教養電子ブック出版の促進

cf. 三大学図書館間連携作業部会 “千葉大学、お茶の水女子大学、横浜国立大学
における図書館間連携 平成26年度 活動記録” 2015.4.21



cf. [庄司三千子、立石亜紀子] 千葉大学附属図書館、お茶の水女子大学附属図書館、横浜国立大学附属図書館
“三大学連携による電子書籍PDA 実験について” 平成27年度大学図書館コンソーシアム連合総会
2016.3.2 明治大学駿河台キャンパス



cf. 文部科学省 “報道発表 平成２８年度学術情報基盤実態調査の結果を公表します” 2017.3.24 p.7
http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/NewList.do?tid=000001015878
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IR?

21,000300

(書店小売書籍売上 / 経産省 商業統計 H19)(？)cf. 山本和雄 2012
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cf. [庄司三千子、立石亜紀子] 2016



cf. [庄司三千子、立石亜紀子] 2016



問題点

1. 期間が短い：契約は一ヶ月単位
広報効果に時間を要する、アクセス数は漸増

2. 金額固定：50万円 / 月
大学規模に応じたフレキシビリティが必要

3. パッケージ販売の功罪
〇 スケールメリットによる潜在需要の発掘
× 対象ジャンルを範囲指定できない

4. プラットフォーム要改善
非購読分にも DL ボタンが表示されてしまう
モバイル用に可読性の高い専用アプリが無い

cf. [庄司三千子、立石亜紀子] 2016
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visibility
広報



user

library PRs



“期待するものを信じようとする
人の性癖”

ガイウス・ユリウス・カエサル
ガリア戦記 第3巻18節 BC56

et quod fere libenter homines id quod volunt credunt.

（人は自分の見たいものしか見ない）
確証バイアス / 認知心理学

cf. カエサル著, 石垣憲一訳 “ガリア戦記” p.119 平凡社 2009 
(平凡社ライブラリー ; 664)

cf. Wikibooks https://ja.wikibooks.org/wiki/ガリア戦記_第3巻



user

a
library PRs

a



cf. 北海道大学附属図書館 ”楡影” No.143, 2013 https://www.lib.hokudai.ac.jp/about/publications/#href_yuin



cf. 北海道大学附属図書館 ”図書館報「楡影（ゆいん）」” https://www.lib.hokudai.ac.jp/about/publications/#href_yuin



visibility
広報

e-Bookの広報



cf. Google 検索画面 “書店 pop” 2017.11.27



user

a
蔵書検索（OPAC）

ブラウジング（書架）
新着図書コーナー

デジタルサイネージ
etc.

library PRs



cf. http://opac.lib.u-ryukyu.ac.jp/opc/



cf. [庄司三千子、立石亜紀子] 2016



問題点

1. 期間が短い：契約は一ヶ月単位
広報効果に時間を要する、アクセス数は漸増

2. 金額固定：50万円 / 月
大学規模に応じたフレキシビリティが必要

3. パッケージ販売の功罪
〇 スケールメリットによる潜在需要の発掘
× 対象ジャンルを範囲指定できない

4. プラットフォーム要改善
非購読分にも DL ボタンが表示されてしまう
モバイル用に可読性の高い専用アプリが無い

cf. [庄司三千子、立石亜紀子] 2016
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cf. 文部科学省 2017 p.6



外部資金獲得
古本募金
naming rights
etc.



cf. [庄司三千子、立石亜紀子] 2016



cf. https://www.amazon.co.jp/



issues
財政逼迫

収書方針と需要

？



sales revenue

vender
publisher

self interest

user

e-Book

university
library

financial pressure
collection building



-16.5%

list price
library

net price

100%

-10%
-6.5%

user
discount



ご清聴ありがとうございました
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